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◆◇飯野高校全日制 人
じん

権
けん

だより「そよかぜ」です！ 

みなさん、こんにちは。今年で２年目になりました、人権だより「そよかぜ」です。人権

学習の取
とり

組
くみ

や人権についての話
わ

題
だい

をお伝えし、みなさんに人権について考えてもらうきっか

けをもってもらいたいと思っています。「そよかぜ」には、自分や他
た

者
しゃ

とのつながり、命を

大切にしてほしいというメッセージが、あなたの心に、優
やさ

しく、さりげなく、届
とど

きますよう

に・・・という願
ねが

いをこめています。昨年度に続いて心
しん

配
ぱい

な社会状況ですが、人に優しく、

そして、そうぞう力
りょく

を使って、みんなで乗
の

り越
こ

えていきましょう。 

 

◆◇「彩り」（いろどり） 

 私が高校１年生の３月に出会った曲を紹
しょう

介
かい

します。Mr.children の「彩り」という曲です。

昨年の「そよかぜ」でも紹介しました。この曲が入っているアルバム「HOME」のリリース

から約１４年が過ぎました。人の心も社会も不安定な今、この曲にこめられたメッセージは

私たちにエネルギーを与
あた

えてくれる気がします。曲も明るくさわやかでおすすめです。 

 

ただ目の前に並
なら

べられた仕事を手際
て ぎ わ

よくこなしてく コーヒーを相
あい

棒
ぼう

にして 

いいさ誰が褒
ほ

めるでもないけど 小さなプライドをこの胸
むね

に勲章
くんしょう

みたいに付
つ

けて 

 

僕
ぼく

のした単
たん

純
じゅん

作
さ

業
ぎょう

がこの世界を回
まわ

り回って まだ出会ったこともない人の笑
わら

い声を作ってゆく 

そんな些細
さ さ い

な生き甲斐
が い

が日
にち

常
じょう

に彩
いろど

りを加
くわ

える モノクロの僕の毎日に少ないけど赤
あか

黄色
き い ろ

緑
みどり

 

 

………中略……… 

 

なんてことのない作業がこの世界を回り回って 何処
ど こ

の誰かも知らない人の笑い声を作ってゆく 

そんな些細な生き甲斐が日常に彩りを加える モノクロの僕の毎日に増やしていく水
みず

色
いろ

オレンジ 

 

なんてことのない作業が回り回り回り回って 今僕の目の前の人の笑い顔を作ってゆく 

そんな確
たし

かな生き甲斐が日常に彩りを加える モノクロの僕の毎日に頬
ほお

が染
そ

まる温かなピンク 

増やしていくきれいな彩り                      

（Mr.children「彩り」）  

 

 私たちがしている一つ一つのことが、あなたがしてくれている一つ一つのことが、きっと

誰かの笑
え

顔
がお

を、 幸
しあわ

せを、勇
ゆう

気
き

を、つくっています。そうありたいですし、そうあってほし

いですね。いいことをすれば、それは心の中の芽
め

を育て、やがてきれいな花を咲
さ

かせます。 

～We live to be happy by sharing things and feelings. ～  
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～We live to be happy by sharing things and feelings.～ 

「わたしたちは、しあわせになるためにいきている。ものやきもちをわかちあって・・・」 
 

◆◇Colorful（カラフル） 

私は青色や紺
こん

色
いろ

が好きですが、ピンク色も好きです。ピンクのＹシャツを身につけること

があります。最近は、わざとピンクのかばんをさげて学校に来ています。「人生カラフルで

いいんだよ」というメッセージになればと思っているからです。「〇〇らしさ」という言い

方がありますが、相手や周りのことを考えたうえであれば「自分らしさ」を表現しながら、

胸を張
は

って生活していいと思います。「ピンクシャツ運動」というものもあります。ピンク

のものを身につけて、いじめや差
さ

別
べつ

に反対するメッセージを発信する運動です。この運動に

もつながると思い、ピンクのかばんをさげています（せっかくなので、「ピンクシャツ運動」

についてはみなさん調べてみてくださいね）。 

ところで、三重県ではこの４月から「性
せい

の多
た

様
よう

性
せい

条
じょう

例
れい

」ができました。２・３年生のみ

なさんは、昨年の１２月の講演会でお話を聞いたので、覚えているでしょうか。人権活動を

しているみなさんのメッセージが届き、今も少しずつ社会が変わってきています。条例とは

県や市町のルールのことです。「性の多様性条例」のポイントは次のとおりです。 

 

〔性の多様性を認め合い、誰もが安心して暮らせる三重県づくり条例〕（性の多様性条例） 

 ○性
せい

的
てき

指
し

向
こう

・性
せい

自
じ

認
にん

を理由とした不当な差別的取り扱いの禁止 

○カミングアウトの強制（無理やり言わせること）の禁止 

○アウティング（勝手に誰かに伝えること）の禁止 

○性の多様性に関して、社会全体で（一人ひとりが）理解を深めること。 

○性のあり方にかかわらず、多様な生き方を認め合える環境づくりを進めること。 

（*性的指向：好きになる性  *性自認：自分の性） 

この条例は性の多様性と関係が深いものですが、誰もが尊重され、認め合うことができる

社会・環境づくりを目指しています。他者を思いやり、ルールを守りながら、カラフルに。 

※新型コロナ 偏
へん

見
けん

・差
さ

別
べつ

・誹
ひ

謗
ぼう

中
ちゅう

傷
しょう

・デマ・うわさ ぜったいにやめて！！ 

 

三重県内でも新型コロナウイルスにかかった人が増えています。どの人も不安をかかえて

生活しています。ですが、いちばん不安で、体も心もしんどいのは、新型コロナウイルスに

かかった人です。 

いつでも誰でもかかることがあります。これまでいろいろなときに、いろいろな人が伝え

てきたとおり、新型コロナウイルスにかかった人に安心して休んでもらうには、安心して戻
もど

ってきてもらうには、周
まわ

りの人たちがどのようにかかわるのか、行
こう

動
どう

するのかが大切です。 

個人を特
とく

定
てい

したり、誰かを傷
きず

つけたり苦
くる

しめたりするような書きこみや発
はつ

言
げん

、デマやうわ

さを流すことは、ぜったいにやめてください。 

 


